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CNF（セルロースナノファイバー）の研究には
ドイツ フリッチュ社の各種粉砕機をご検討ください。

ユニバーサル
カッティングミル P-19
●70-80mmの試料を0.2-6mmに連続粉砕。
●高速（300-3,000rpm）と
　低速（50-700rpm）の2機種を用意。

●さらに60Lのサイクロンで
　発熱を極力軽減。

P-5
台盤回転数 : 50-400rpm
容器回転数 : 109-876rpm
搭載容器 : 500/250cc 各4個
  80ccは最大8個搭載可

PL-5
台盤回転数 : 100-800rpm
容器回転数 : 200-1,600rpm
搭載容器 : 500/250cc 各2個
  150ccは最大4個搭載可

PL-7
台盤回転数 : 100-1,100rpm
容器回転数 : 200-2,200rpm
搭載容器 : 80/45/20cc 各2個

P-6
台盤回転数 : 100-650rpm
容器回転数 : 182-1,183rpm
搭載容器 : 500/250cc 各1個
  80ccは2個搭載可

P-7
台盤回転数 : 100-800rpm
容器回転数 : 200-1,600rpm
搭載容器 : 45/12cc 各2個

容器材質 : ジルコニア、メノー、アルミナ、チッカ、珪素、
 高硬度ステンレス、ポリアミド、WCCO。

遊星型ボールミルシリーズ
Premium Line PL-5, PL-7
Classic Line P-5, P-6, P-7

ドイツ フリッチュ社製

ドイツ フリッチュ社製

《前処理大量処理用》

《さらに“ナノ”の世界には》

カタログおよび価格表は弊社にお問い合わせください

  80ccは2個搭載可
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Electrospun Polyetherimide-Graphene
Oxide Nanofiber Electrodes for
Enhanced Conductivity

Noor Fitrah Abu Bakar＊1, Mohamed Hasaan Hussain＊1,
Ilyani Ismail＊1, Nurhidayati Othman＊1,

Huey Ling Tan＊1, Zainiharyati Mohd Zain＊2,
Mohd Nazli Naim＊3, and Norbert Radacsi＊4

＊1 School of Chemical Engineering, College of
Engineering, Universiti Teknologi MARA, 40450 Shah
Alam, Selangor, Malaysia.

＊2 Faculty of Applied Science, Universiti Teknologi MARA,
40450 Shah Alam, Selangor, Malaysia.

＊3 Department of Process and Food Engineering, Faculty
of Engineering, Universiti Putra Malaysia, 43400,
Serdang, Selangor, Malaysia.

＊4 The School of Engineering, Institute for Materials and
Processes, The University of Edinburgh, Robert
Stevenson Road, Edinburgh, EH9 3FB, U. K
Polyetherimide (PEI) is recognized as a potential candidate

for electrochemical sensor matrix which can be used for heavy
metal ion and reactive chemical substance sensing applications.
However, the relatively low conductivity of PEI material limits
its usage of electrochemical sensor applications. Modifying PEI
membrane considerably improve the electron conductivity and
electrochemical property of polymer. Conductive polyetherimide
-graphene oxide (PEI-GO) composite nanofiber membrane was
synthesized via electrospinning technique in order to modify
electrochemical sensor electrodes. In order to optimize the
electrospinning process protocol such as viscosity, surface
tension and conductivity and obtained smooth electrospun fiber,
PEI were electrospun from two different solvents namely n-
methyl-2-pyrrolidone (NMP) and combination of NMP/
dimethylformamide (DMF). Physical and electrical properties of
the nanofiber were analysed in terms of its hydrophobicity,
porosity and conductivity by manipulating the concentration of
PEI from 20 wt% to 30 wt% and GO loading from 0.1 wt% to
0.5 wt%. Electrospun of 25 wt% PEI in NMP/DMF produced
the highest porosity and liquid uptake of 97.81% and 2846.23%
respectively. The addition of GO at 0.5 wt% into 25 wt% of PEI
(NMP/DMF) improved the porosity and liquid uptake up to
98.83% and 5400%, respectively, while the conductivity
increases to 32.71 µS/cm which is 10 folds higher than GO free
PEI fiber. When the conductivity of drop-casted PEI-GO
modified electrodes was compared to the electrospun PEI-GO
fiber modified electrodes, the latter showed 2-3 folds higher.
Proposed PEI-GO electrospun fiber with the enhanced
conductivity, porosity and hydrophobicity along with high

chemical stability can be used as an efficient conductive matrix
for electrochemical electrode applications such as heavy metal
ion sensing and reactive chemical sensing application. J. Fiber
Sci. Technol., 77(4), 136-145 (2021) doi 10.2115/fiberst.2021-
0013 ©2021 The Society of Fiber Science and Technology,

Japan

―――――――――――――――――――――――――

Bleaching of Jute-Cotton blend fabric with
Peracetic acid for deep dyeing

Shekh Md. Mamun Kabir＊1 and Joonseok Koh＊2
＊1 Bangladesh University of Textiles, Dept. of Wet Process
Engineering, Tejgaon, Dhaka-1208, Bangladesh

＊2 Konkuk University, Dept. of Organic and Nano System
Engineering, Gwangjin-gu, Seoul 05029, South Korea
The purpose of this study was to introduce sustainable

bleaching of jute-cotton blend (Juton) fabric with Peracetic acid
instead of conventional peroxide bleaching agents for the deep
dyeing process. Juton was bleached with peracetic acid by
varying the process conditions including temperature, pH,
treatment time, concentration and the dyeing properties, fastness
properties were investigated in a comparative manner. In
addition, the physical properties of treated fabrics such as tensile
strength, elongation, weight loss and the chemical changes of
bleached fabrics were evaluated by using FT-IR. The
morphological surface changes of bleached fabric were
confirmed by SEM. Peracetic acid and hydrogen peroxide
bleaching effluents were analyzed by measuring BOD, COD,
TDS and DO values. The highest color strength was obtained at
70°C, using neutral pH (7), concentration 20 mg/L in 80 min
treatment time based on peracetic acid bleaching agent for Juton
fabric. Peracetic acid bleaching of Juton fabric was found to be
higher tensile strength and elongation than H2O2 bleaching.
Peracetic acid bleaching effluent exhibited lower BOD, COD,
TDS and higher DO than hydrogen peroxide bleaching effluent.
Moreover, peracetic acid bleaching provided higher fastness to
washing, light and rubbing than hydrogen peroxide bleaching. J.
Fiber Sci. Technol., 77(4), 146-156 (2021) doi 10.2115/
fiberst.2021-0014 ©2021 The Society of Fiber Science and

Technology, Japan
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2021. 4. 16㈮ 第 83 回 WIN 定例講演会・第 38 回人間情報学会講演会「非接触でありな
がら一体感を伴うコミュニケーション」（Zoom によるオンライン開催） A16

6. 3㈭
4㈮

第 25 回製紙技術セミナー「抄紙技術－ヘッドボックスからプレスまでの
基礎と最新動向－」（東京都・タワーホール船堀 小ホール及びライブ配信

（Zoom ウエビナー））
A16

6. 5㈯ 2021 年度通常総会開催（オンラインによるweb開催） A3
6. 9㈬
～11㈮ 2021 年度繊維学会年次大会（Zoomによるオンライン開催） A4～15

6. 16㈬
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第 32 回 年次大会「成形加工イノベーション～新たな産業と技術革新の
基盤のために～」（東京都・タワーホール船堀 オンサイト＆オンラインの
ハイブリッド開催）

A16

6. 29㈫
30㈬

第 55 回 夏季講座 ゴム技術の守りと展開！～今あるゴム技術をいかに
守り展開させるか～（東京都・タワーホール船堀 Zoom ウエビナーによ
るオンラインとのハイブリッド形式で開催）

A16
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2021年度（令和 3年度）繊維学会主要行事予定

複写される方へ

2021 年（令和 3年）度分 正会員年会費自動引落し日のご連絡

年会費の自動引落しをお申込み頂いています正会員の皆様の口座からの
年会費の自動引落し日は

2021 年 4月 23 日㈮
になりますのでご通知申し上げます。

繊維学会の正会員様へのお知らせ

繊維学会の正会員様会員資格は毎年自動継続となり、別段のお手続きは必要ございません。ただ、新しい年
度に替わる時期ですので異動、退職、卒業などによりご登録情報に変更がございましたら、お早めにご連絡を
頂きますよう、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

＊学会誌の送付先の変更
住所変更（新旧の住所）、担当者変更（新旧の担当者名）、時期など

＊退会をご希望の際は、メールまたは FAX に必要事項
会員番号、氏名、退会希望日、連絡先などを記入し、下記までご連絡をお願いします。

連絡先 一般社団法人繊維学会 事務局
〒141－0021 東京都品川区上大崎 3－3－9－208
TEL : 03－3441－5627 FAX : 03－3441－3620
E-mail : office@fiber.or.jp

行 事 名 開 催 日 開 催 場 所

2021 年度通常総会・
表彰式 2021 年 6 月 5 日㈯ オンライン Zoom 開催を予定（午後）

2021 年度
年次大会

2021 年 6 月 9 日㈬、
10 日㈭、11 日㈮

オンライン Zoom にて開催、発表申し込み受付中
（詳細情報はホームページに掲載しています）

第 50 回
夏季セミナー

2021 年 9 月上旬頃予定
（日程、開催方法検討中）

オンラインリモートまたはハイブリッド開催（検討中）
開催場所：佐賀市（予定）

秋季研究発表会 2021 年 11 月 23 日㈫、
24 日㈬

オンラインリモートまたは対面による開催で検討中
開催場所：鳥取市（準備中）

本誌に掲載された著作物を複写したい方は、公益法人
日本複製権センターと包括複写許諾契約を締結されて
いる企業の方でない限り、著作権者から複写権等の行使
の委託を受けている次の団体から許諾を受けてください。
〒107－0052 東京都港区赤坂 9－6－41 乃木坂ビル

（一社）学術著作権協会
TEL : 03－3475－5618 FAX : 03－3475－5619
E-mail : info@jaacc.jp

著作物の転載・翻訳のような、複写以外の許諾は、直
接本会へご連絡ください。
アメリカ合衆国における複写については、次に連絡し
てください。
Copyright Clearance Center, Inc.
222 Rosewood Drive, Danvers, MA 01923 USA
Phone : 1－978－750－8400 FAX : 1－978－646－8600
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2021年度通常総会開催について

2021 年度通常総会を下記のとおり開催いたしますので、ご案内申し上げます。

議案の決議には、定款により過半数以上の定足数を必要としますので、当日ご参加が難しい場合には、別途お送

りします 2021 年度通常総会開催通知の“返信用はがき”の委任状記入欄に（個人会員名または窓口担当者名、学会

誌受領者名等）をご記入いただき、5 月 21 日㈮までに必ずご返送くださいますようお願い申し上げます。

なお、事前に FAX またはインターネット等により議決権のご行使、委任状のご提出を受け付けていますので宜

しくお願い申し上げます。

記

1. 開催日：2021 年（令和 3 年）6 月 5 日㈯ 13:30～15:30（予定）

2. 開催方法：オンラインによる web 開催を予定しています。

（Zoom ウェビナーを使用し、出席者には専用 URL をお送りします）

3. 議 案：第 1 号議案 2020 年度事業報告承認の件

第 2 号議案 2020 年度決算報告承認の件

第 3 号議案 名誉会員推挙の件

4. 報告事項

3 学会（繊維学会、日本繊維機械学会、日本繊維製品消費科学会）統合に向けての議論開始について

◇総会にご出席の場合は、オンライン開催の専用 URL を事前にお送りしますので、5 月 25 日㈫までに繊維学会事

務局へ送付先のメールアドレスのご連絡をお願い申し上げます。

◇通常総会終了後に、引き続いて下記の表彰式をオンラインにて開催します。

2020 年度学会賞他各賞授賞表彰式

学会賞（2 名） 中澤靖元 沼田圭司

技術賞（1 件） 東洋紡株式会社 福島靖憲 西村浩和 吉崎賢一

奨励賞（3 名） 石井佑弥 金 炅屋 横田慎吾

論文賞（2 名） 甘 弘毅 杉俣悦郎

功績賞（4 名） 城島栄一郎 谷岡明彦 望月政嗣 矢井田 修

名誉会員称号授与（総会決議事項）

以上
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第83回WIN定例講演会・
第38回人間情報学会講演会
「非接触でありながら一体感を伴う

コミュニケーション」

主 催：ウエアラブル環境情報ネット推進機構
（NPO 法人 WIN）

日 時：2021 年 4 月 16 日㈮ 14:00～17:30
開催方法：Zoom によるオンライン開催
プログラム：講演 4 件とオンライン交流会

・「触れあえない」時代のコミュニケーション
東京大学教授 稲見昌彦

・デジタルメディアの時代に人と人はどのようにつ
ながりあえるか？ 学習院大学教授 遠藤 薫

・対話システムにおける共通基盤の構築
名古屋大学教授 東中竜一郎

・健康講和 赤門前クリニック院長 吉田たかし
詳細は https : //win83ahi38-lecture.peatix.comを参
照ください。

――――――――――――――――――――――――

第25回製紙技術セミナー
「抄紙技術－－ヘッドボックスから
プレスまでの基礎と最新動向－－」

主 催：紙パルプ技術協会
日 時：2021 年 6 月 3 日㈭～6 月 4 日㈮
会 場：タワーホール船堀 小ホール

及びライブ配信（Zoom ウエビナー）
プログラム：

特別講演 2 件
・板紙加工に関する技術動向、板紙市場の可能性と

商品開発 中山商事 中山裕一郎
・脳科学から見た紙の価値とは？

NTT データ経営研究所 茨木拓也
一般講演 13 件

問合せ先：紙パルプ技術協会 製紙技術セミナー事務局
TEL : 03－3248－4841

――――――――――――――――――――――――

第32回 年次大会
「成形加工イノベーション

～新たな産業と技術革新の基盤のために～」

主 催：プラスチック成形加工学会
日 時：2021 年 6 月 16 日㈬、17 日㈭
開催方法及び会場：

開催形態：オンサイト＆オンラインのハイブリッド
開催（オンサイト参加は 300 名限定）

オンサイト会場：タワーホール船堀
内 容：特別講演 2 件

・成形加工の基礎研究－伸長プロセスを中心に－
東京工業大学 特任教授 鞠谷雄士

・将来モビリティーから見たプラスチックへの期待
（仮） トヨタ自動車 永井隆之

特別セッション
1. 注目されるデジタルモノづくり
2. 射出成形 さらなる進化、深化へ
3. SDGｓ（環境・エネルギー）と成形加工
4. フィラー強化コンポジットによる材料革新
5. マテリアルイノベーション：ナノ構造制御材料

の最前線
一般セッション、学生及び一般ポスターセッ
ション、カタログ・機器展示会

詳細は 情報 URL https : //www.jspp.or.jp を参照
ください。

問合せ先：（一社）プラスチック成形加工学会事務局
TEL : 03－5436－3822

――――――――――――――――――――――――

第55回 夏季講座
ゴム技術の守りと展開！

～今あるゴム技術をいかに守り展開させるか～

主 催：一般社団法人日本ゴム協会
日 時：2021 年 6 月 29 日㈫、30 日㈬
開催方法：Zoom ウエビナーによるオンラインとのハ

イブリッド形式で開催（講座のみ）
会 場：タワーホール船堀 5階 小ホール（定員130名）
プログラム：

29 日
・ゴムの成形加工におけるトラブル事例と対策

化学物質評価研究機構 近藤寛朗
・ゴムとセルロースナノファイバーとのコンポジッ

ト材料 産業技術総合研究所 長谷朝博
・Tier 1 メーカーからみたゴム・プラスチック材

料への期待 デンソー 後藤伸哉
・ゴムのポジティブリスト

長岡技術科学大学 川原成元
・中堅・中小ゴム企業の取組みと強み（講演とパネ

ルディスカッションを予定）
30 日
・異種材料接合技術（NMT・NAT）と国際標準化取

得事例 大成プラス 板橋雅巳
・ポリウレタンのゴム的性質と多様性

積水化学工業 村山 智
・分子シミュレーションを利用したゴムコンポジッ

ト材料の物性設計 防衛大学校 萩田克美
・ゴム練りの最適化と今後の展開

ゼオンポリミクス 田村輝雄
日本ゼオン 江守宜佳

・タイヤリサイクル技術の現状と課題
ブリヂストン アショカ カルモカル

問合せ先：日本ゴム協会 第 55 階夏季講座係
TEL : 03－3401－2957
E-mail : office@srij.or.jp
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